
大
蔵
省
管
財
局
『
社
寺
境
内
地
処
分
誌
』
昭
和
二
九
年
四
月
一
五
日
発
行
（
財
団
夫
人
大
蔵
財

務
協
会
）
一
二
〇
頁-

一
二
二
頁 

 

明
治
初
年
に
お
い
て
は
、
今
日
に
お
け
る
よ
う
な
土
地
所
有
権
の
観
念
は
、
極
め
て
薄
弱
で
あ
っ
た
。
慶

応
三
年
十
月
の
大
政
奉
還
と
明
治
二
年
七
月
の
諸
侯
の
仮
（
マ
マ
）
籍
奉
還
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
領
有
地
は

す
べ
て
政
府
の
所
有
に
移
さ
れ
更
に
同
四
年
正
月
の
社
寺
領
上
知
令
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
社
寺
領
の
上
地
を

行
わ
せ
た
か
ら
、
幕
領
、
藩
領
、
社
寺
領
は
す
べ
て
政
府
所
有
に
帰
し
た
の
で
あ
る
が
、
未
だ
土
地
の
種
別

に
勿
論
実
体
的
に
そ
の
所
属
を
確
定
す
る
暇
が
な
く
叉
法
制
上
の
確
実
な
る
保
障
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の

土
地
は
し
ば
ら
く
の
間
官
有
地
域
は
民
有
地
と
仮
称
し
て
わ
ず
か
に
公
私
有
の
別
を
立
て
て
い
た
が
、
庶
政

漸
く
そ
の
緒
に
つ
く
に
及
び
官
有
地
は
漸
次
諸
官
庁
に
委
ね
る
と
共
に
、
私
有
地
に
対
し
て
は
明
治
五
年
地

券
制
度
を
設
け
私
法
上
の
所
有
権
が
確
認
さ
れ
た
。
つ
い
で
「
地
所
名
称
区
別
」（
明
治
六
年
三
月
二
五
日
太

政
官
布
告
第
一
一
四
号
同
明
治
七
年
一
一
月
七
日
太
政
官
布
告
第
一
二
四
号
訂
正
）
に
よ
つ
て
始
め
て
官
民

有
地
区
別
に
法
制
上
の
根
拠
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
全
国
の
土
地
は
こ
れ
に
よ
っ
て
官
有
地
と
民
有
地
と
に

大
別
さ
れ
、
更
に
こ
れ
を
数
種
の
種
目
に
分
類
さ
れ
た
（
前
掲
六
〇
頁
参
照
）。
し
か
し
て
当
時
国
有
の
社
寺

境
内
地
又
ハ
、
仏
堂
敷
地
は
次
の
よ
う
に
種
別
さ
れ
た
。 

 

官
有
地
一
種 

神
地 

伊
勢
神
宮 

官
国
弊
社 

府
県
社
及
び
民
有
に
あ
ら
ざ
る
社
地 

同 
 

第
三
種 

民
有
に
あ
ら
ざ
る
堂
宇
敷
地 

同 
 

第
四
種 

寺
院
、
説
教
揚
敷
地 

  

し
か
し
な
が
ら
、
明
治
維
新
政
府
に
右
の
国
有
境
内
地
の
管
理
制
度
は
も
と
よ
り
、
一
般
の
国
有
財
産
の

管
理
処
分
に
関
す
る
制
度
も
未
だ
確
立
立
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
管
理
処
分
に
つ
い
て

は
臨
機
に
「
社
寺
境
内
外
ノ
区
別
ヲ
促
シ
及
伐
木
ヲ
厳
禁
ス
ル
ノ
件
（
明
治
七
年
内
務
省
乙
第
三
十
四
号
）

或
は
「
寺
境
内
外
区
別
取
扱
規
則
（
同
八
年
地
租
改
正
事
務
局
達
乙
第
四
号
）
或
は
「
社
寺
取
扱
概
則
（
同

十
一
年
内
務
省
達
乙
五
十
七
号
）」
そ
の
他
境
内
地
を
使
用
収
益
さ
せ
る
事
項
等
に
つ
い
て
断
片
的
に
法
令
を

発
布
し
て
実
施
さ
れ
た
。
叉
社
寺
の
境
内
地
に
対
し
て
は
国
有
で
あ
る
と
民
有
で
あ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、

地
租
そ
の
他
の
公
課
を
賦
課
さ
れ
な
い
の
を
原
則
と
さ
れ
た
。
従
っ
て
無
制
限
に
こ
れ
を
拡
張
す
る
と
き
ば
、

国
庫
及
び
地
方
公
共
団
体
の
収
入
に
及
ぼ
す
影
響
が
少
く
な
い
こ
と
か
ら
、
新
に
境
内
を
設
定
し
又
は
こ
れ

を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
一
定
の
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
次
の
内
務
省
、 

富
山
県
と
の
間
の
照
復
に
よ
っ
て
も
当
時
の
取
り
扱
い
炉
わ
か
る
の
で
あ
る
。 

  

明
治
二
十
年
三
月
一
日 

 

富
山
県
よ
り
内
務
省
地
理
局
社
寺
局
へ
伺 

社
寺
境
内
ノ
坪
数
力
制
限
二
不
充
ト
キ
仮
令
移
転
セ
ル
モ
其
制
限
マ
デ
境
内
増
加
ス
ル
儀
ハ
御
差
支
無
之
哉

果
シ
テ
然
ラ
ハ
官
有
地
地
第
第
一
種
に
又
ハ
民
有
地
第
二
種
へ
編
入
可
致
哉 

  

明
治
二
十
年
三
月
十
六
日 

内
務
省
内
務
省
地
理
局
社
寺
局
ヨ
リ
富
山
県
へ
回
答 



社
寺
地
ノ
儀
ハ
一
旦
改
定
ノ
上
ハ
猥
リ
ニ
取
拡
難
相
成
例
規
二
有
之
又
兼
夕
定
メ
ラ
レ
タ
ル
社
寺
境
内
坪
数

制
限
ノ
儀
ハ
後
来
新
築
若
ク
ハ
移
転
等
願
出
候
節
其
申
出
次
第
ノ
坪
数
ヲ
聞
届
候
テ
ハ
不
都
合
二
付
特
ニ
設

ケ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
之
ニ
拠
テ
従
来
ノ
社
寺
境
内
ヲ
取
拡
タ
ル
コ
ト
ハ
固
ヨ
リ
難
相
成
儀
ニ
有
之
候 

 

大
蔵
省
管
財
局
『
社
寺
境
内
地
処
分
誌
』（
前
掲
）
二
四
五
頁
―
二
五
〇
頁 

第
二
款 

境 

内 

墓 
地 

 

こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
墓
地
と
は
国
有
財
産
台
帳
上
の
整
理
で
は
「
寺
院
の
境
内
地
」
で
あ
っ
た
が
、
実
地
の

状
況
が
墓
地
の
形
態
を
な
し
て
い
た
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。
仮
り
に
こ
れ
を
境
内
墓
地
と
称
え
て
普
通
の

墓
地
と
区
分
す
る
こ
と
に
す
る
。
従
っ
て
こ
の
境
内
墓
地
は
明
治
六
年
制
定
同
七
年
改
正
の
「
地
所
名
称
区

別
」
に
よ
る
区
分
以
来
の
墓
地
と
は
当
初
か
ら
、
土
地
の
種
目
が
別
な
も
の
で
あ
る
。 

 

往
古
に
お
い
て
は
人
々
の
死
骸
の
安
置
の
場
所
に
は
人
里
離
れ
た
山
叉
は
海
等
が
選
ば
れ
て
い
た
と
い

わ
れ
る
が
、
徳
川
時
代
に
な
っ
て
に
じ
め
て
寺
院
の
境
内
に
墓
地
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
お
い

て
墓
地
を
自
分
の
所
有
地
と
寺
院
の
境
内
地
と
に
造
る
者
が
で
き
た
。
境
内
墓
地
は
漸
次
拡
大
し
特
に
都

市
に
お
け
る
境
内
墓
地
の
現
況
は
境
内
地
の
相
当
部
分
を
占
め
る
程
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
初
年
の
土
地

制
度
に
お
い
て
墓
地
が
い
か
に
取
り
扱
わ
れ
き
た
か
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
年
の
社
寺
領
上
知
令
の
施
行

令
Ｔ
の
る
太
政
官
達
に
お
い
て
「
…
…
墓
地
ヲ
除
ク
ノ
外
上
知
ノ
儀
御
布
告
ノ
通
り
相
心
得
云
々
」
と
規
定

さ
れ
、
更
に
同
七
年
十
月
に
改
正
さ
れ
た
「
地
所
名
称
区
別
」
に
お
い
て
は
、
国
有
地
の
墓
地
は
官
有
地
第

三
種
に
、
同
寺
院
の
境
内
地
に
官
有
地
第
四
種
に
区
分
し
て
整
理
す
る
こ
と
に
規
定
さ
れ
た
。
又
同
八
年
六

月
の
地
祖
改
正
事
務
局
達
「
社
寺
境
内
外
区
画
取
調
規
則
」
第
三
条
但
書
に
お
い
て
「
但
現
境
内
ト
ス
ヘ
キ 

地
内
ニ
－
瑣
々
タ
ル
墓
地
散
在
ン
区
域
引
分
ケ
難
キ
分
（
現
境
内
二
据
置
ク
ヘ
キ
事
）
と
の
規
定
が
あ
り
、

墓
地
は
本
来
境
内
地
と
区
別
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
境
内
地
に
散
在
す
る
少
数
の
墓
地
は
特
に
現
境

内
地
に
含
め
て
整
理
す
る
例
外
の
取
扱
を
定
め
、
更
に
同
年
七
月
の
地
祖
改
正
事
務
局
議
定
「
地
所
処
分
仮

規
則
」
第
六
章
墓
地
処
分
第
一
条
に
「
従
前
官
有
地
二
設
タ
ル
墳
墓
ノ
一
区
域
ヲ
ナ
セ
シ
地
ハ
今
度
更
二
民

有
地
第
三
種
卜
定
メ
人
民
共
有
墓
地
ト
ナ
ス
ヘ
シ
但
区
域
内
二
余
地
ア
戸
七
将
来
ノ
所
用
二
儼
存
ス
ヘ
ン
」

と
定
め
ら
れ
た
。
従
っ
て
普
通
の
墓
地
は
原
則
的
に
こ
れ
を
民
有
地
と
す
る
方
針
で
あ
っ
た
が
、
当
時
境
内

地
に
散
在
し
て
い
た
前
記
の
少
数
墓
地
の
み
が
現
境
内
―
官
有
地
第
四
種
と
し
て
残
さ
れ
、
そ
の
後
こ
れ

炉
集
団
化
し
て
い
わ
ゆ
る
境
内
墓
地
を
形
成
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
十
二
日
公

布
の
「
第
二
次
境
内
地
処
分
法
」
に
よ
る
処
分
上
に
お
い
て
、
前
記
の
集
団
化
し
た
境
内
墓
地
が
同
法
の
第

一
条
及
び
第
二
条
等
に
規
定
す
る
「
宗
教
活
動
を
行
う
に
必
要
な
も
の
」
に
該
当
す
る
か
否
か
が
問
題
と
な

っ
た
。
な
お
、
こ
の
問
題
と
直
接
関
連
は
な
い
が
、
葬
儀
は
神
官
叉
は
僧
侶
に
依
頼
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し

北
次
の
太
政
官
布
告
は
興
味
が
あ
る
。 

 
 
 

太
政
官
布
告
第
百
九
十
二
号
（
明
治
五
年
六
月
二
十
八
日
） 

 

近
来
自
葬
取
行
候
者
モ
有
之
哉
ニ
相
聞
俟
処
向
後
不
相
成
候
条
葬
儀
〃
神
官
僧
侶
ノ
内
へ
可
相
頼
俟
事 

 

大
蔵
本
省
で
部
内
の
取
扱
要
領
を
定
め
仁
第
二
次
境
内
地
処
分
法
の
運
用
方
針
に
お
い
て
、
墓
地
は
む
し

ろ
第
三
者
が
使
用
す
る
土
地
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
施
設
は
衛
生
上
の
必
要
に
基
ず
く
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該

寺
院
の
宗
教
活
動
に
お
い
て
必
ず
し
も
必
要
な
も
の
で
な
い
と
い
う
見
解
に
立
ち
、
原
則
と
し
て
譲
与
の
条



件
に
該
当
し
な
い
も
の
と
決
定
し
て
い
た
。
但
し
か
か
る
集
団
的
境
内
墓
地
で
も
例
え
ば
相
当
の
樹
木
が

あ
っ
て
尊
巌
保
持
用
地
或
は
特
別
の
由
緒
地
等
、
同
法
施
行
令
第
一
条
第
一
項
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る

と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
そ
の
名
目
で
処
分
の
適
格
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
例
外
的
取
り
扱
い
を
認
め
て

い
た
。 

 

前
記
当
初
の
集
団
的
境
内
墓
地
に
対
す
る
取
扱
方
針
に
つ
い
て
は
、
社
寺
境
内
地
処
分
中
央
審
査
会
の

委
員
の
一
部
か
ら
相
当
強
硬
な
反
対
意
見
の
開
陳
が
あ
っ
た
。
反
対
意
見
の
主
な
る
も
の
は 

① 
 

明
治
初
年
以
前
存
在
し
て
い
た
墓
地
は
、
明
治
初
年
の
土
地
制
度
に
お
い
て
も
原
則
的
に
こ
れ
を

民
有
地
と
す
る
方
針
で
あ
り
、
元
来
寺
有
と
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
寺
院
に
譲
渡

す
べ
き
で
あ
る
。 

② 
 

明
治
維
新
後
に
出
来
た
境
内
墓
地
は
、
台
帳
上
当
該
寺
院
に
無
償
貸
付
を
し
て
あ
っ
た
か
ら
前
記

処
分
法
の
施
行
令
第
一
条
第
二
項
（
公
益
事
業
用
地
）
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
で

あ
る
。
す
な
わ
ち 

（
イ
）
墓
地
を
一
体
と
し
て
観
る
場
合
、
こ
れ
は
寺
院
の
一
施
設
で
あ
り
、
本
堂
に
奉
安
す
る
遺
骨
、

位
は
い
が
あ
る
場
合
と
殆
ん
ど
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 

（
ロ
）
墓
地
は
当
該
寺
院
と
全
然
無
関
係
の
も
の
で
な
く
、
春
秋
の
彼
岸
、
お
盆
に
は
勿
論
朝
夕
の

読
経
そ
の
他
の
お
っ
と
め
の
場
合
こ
れ
ら
の
墓
地
の
霆
に
対
し
て
も
あ
ま
ね
く
信
仰
の
誠
を
捧
げ
て
い
る

も
の
で
あ
っ
て
、
第
三
者
が
使
用
す
る
土
地
で
あ
る
か
ら
、
当
該
寺
院
の
宗
教
活
動
以
外
の
い
わ
ゆ
る
目
的

外
使
用
地
と
決
定
す
る
の
は
、
宗
教
の
本
質
を
解
し
な
い
謬
論
で
あ
る
。 

 
 
 

（
ハ
）
或
寺
院
で
は
使
用
者
加
ら
相
当
の
墓
地
使
用
料
を
と
っ
て
い
る
と
の
非
難
も
あ
る
が
、
こ
れ

は
境
内
墓
地
を
も
っ
て
い
る
寺
院
全
部
が
こ
れ
を
も
っ
て
営
利
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
墓
地
の

維
持
、
経
営
そ
の
他
の
管
理
上
の
経
費
と
し
て
永
代
供
養
料
の
意
味
で
受
け
取
っ
て
い
る
寺
院
も
あ
る
が
、

該
当
寺
院
が
全
部
そ
う
で
は
な
い
。
若
し
か
か
る
点
に
お
い
て
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
場

合
、
こ
れ
は
飽
ま
で
も
個
別
的
審
査
を
必
要
と
す
る
問
題
Ｔ
の
っ
て
、
例
外
的
事
例
を
も
っ
て
す
べ
て
を
律

す
べ
き
で
は
な
い
。 

 
 

（
ニ
）
若
干
の
墓
地
使
用
料
を
仮
り
に
と
っ
た
と
し
て
も
こ
れ
を
貸
地
と
見
る
こ
と
は
余
り
に
も
形
式

的
で
あ
っ
て
、
墓
地
の
使
用
者
で
あ
る
信
徒
も
一
般
的
意
味
に
お
け
る
借
地
と
は
全
然
考
え
て
い
な
い
の

で
あ
る
。 

 

右
の
賛
否
両
論
に
つ
い
て
は
本
省
に
お
い
て
数
回
審
査
会
小
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
検
討
の
結
果

昭
和
二
十
五
年
八
月
遂
に
当
初
の
運
用
方
針
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
に
決
定
し
て
、
こ
れ
を
各
財
務

局
に
指
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 
 

国
有
境
内
地
に
あ
る
墓
地
は
、
原
則
と
し
て
宗
教
活
動
を
行
う
の
に
必
要
な
も
の
と
認
め
、
そ
の
処
分

に
当
っ
て
ば
、
実
況
に
基
き
昭
和
二
十
二
年
勅
令
第
百
九
十
号
（
第
二
次
境
内
地
処
分
法
の
施
行
令
）
第
一

条
第
一
項
各
号
叉
は
同
条
第
二
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
。
但
し
、
営
利
的

に
利
用
し
、
そ
の
他
そ
の
寺
院
の
宗
教
活
動
上
全
然
無
関
係
と
認
め
ら
れ
る
墓
地
、
同
法
律
の
規
定
に
よ
る

処
分
の
適
根
性
を
欠
く
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
。 

 

右
に
よ
っ
て
墓
地
は
、
寺
院
と
し
て
定
期
的
（
彼
岸
盆
等
）
に
同
地
に
お
い
て
供
養
を
執
行
す
る
の
み
な



ら
す
、
常
時
本
堂
に
お
け
る
読
経
そ
の
他
の
行
事
も
宗
教
的
に
観
て
墓
地
を
も
対
象
と
す
る
間
接
的
な
行

事
と
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
儀
式
又
は
行
事
用
地
」
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
を
原
則
と
し
、
建
造
物
用

地
若
し
く
は
尊
厳
保
持
用
地
或
は
由
緒
地
等
そ
の
他
の
施
行
令
第
一
条
各
号
と
競
合
す
る
場
合
は
、
実
地

の
状
況
に
応
じ
て
適
当
な
該
当
地
を
決
定
し
て
処
分
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
既
に
譲
与
不
適

当
と
決
定
し
更
に
時
価
に
よ
る
売
払
い
を
済
ま
せ
た
も
の
が
数
件
あ
っ
た
が
、
法
制
等
を
改
変
す
る
場
合

で
も
多
少
の
衡
平
の
問
題
が
必
ず
附
随
す
る
こ
と
で
あ
り
積
極
的
に
そ
の
処
分
の
変
更
は
さ
れ
な
か
っ
た
。 

 

社
寺
国
有
境
内
地
と
は
別
で
あ
る
が
つ
い
で
に
い
わ
ゆ
る
官
修
墓
地
に
つ
い
て
多
少
参
考
と
思
わ
れ
る

事
項
を
記
載
す
る
。
官
修
墓
地
の
制
度
は
、
明
治
維
新
に
お
い
て
官
軍
が
各
地
に
転
戦
し
て
全
国
を
平
定
し

た
際
、
各
藩
の
士
卒
で
こ
れ
に
従
軍
し
、
戦
病
死
し
た
者
の
遺
骸
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
埋
葬
さ
れ
た
の
で
明

治
七
年
こ
れ
を
慰
霊
す
べ
き
旨
の
仰
出
が
あ
り
、
翌
八
年
内
務
省
所
管
の
下
に
定
額
の
修
綯
册
（
墳
墓
一
ヶ

所
に
つ
い
て
六
円
二
十
五
銭
）
等
を
支
出
す
る
こ
と
と
し
て
国
に
お
い
て
祭
祀
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
同
十
五
年
に
は
西
南
の
役
の
戦
致
者
の
墳
墓
も
こ
れ
に
加
え
ら
れ
た
。
官
修
墓
地
の
管
理
に
は
監

守
者
を
置
き
、
次
の
事
項
を
記
載
す
る
各
墓
地
の
明
細
帳
調
製
の
制
度
（
明
治
十
二
年
一
月
二
十
一
日
内
務

省
達
乙
第
三
号
）
が
で
き
た
。 

  

一 

開
設
の
沿
革 

 

一 

域
内
坪
数
並
び
に
地
種
（
官
有
民
有
の
別
） 

 

一 

埋
葬
人
名
表
（
戦
死
事
故
、
旧
藩
名
、
姓
名
、
年
令
、
創
立
年
月
日
、
建
設
人
名
） 

 

大
正
二
年
に
至
り
神
社
、
寺
院
明
細
帳
様
式
の
改
正
と
同
時
に
右
の
様
式
は
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。

（
四
月
二
十
一
日
内
務
省
令
第
六
号
） 

 

一 

設
置
の
沿
革 

 

一 

域
内
の
坪
数 

 

一 

表
（
姓
名
、
旧
藩
名
、
創
立
年
月
日
、
戦
死
事
由
） 

 

こ
の
明
細
帳
は
、
内
務
省
に
備
え
つ
け
る
と
共
に
、
監
守
者
も
右
に
準
じ
て
作
製
し
忙
明
細
書
を
備
え
つ

け
た
。
昭
和
二
十
年
八
月
の
終
戦
に
よ
り
同
年
十
二
月
連
合
国
最
高
司
令
部
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
神
道
指
令
」

が
発
せ
ら
れ
、
政
教
の
分
離
と
神
社
の
国
家
管
理
廃
止
等
を
厳
重
に
指
令
し
て
き
た
の
で
、
昭
和
二
十
一
年

度
予
算
に
お
い
て
は
従
来
認
め
ら
れ
て
い
た
「
護
国
神
社
及
び
官
修
墳
墓
」
の
歳
出
科
目
が
削
除
と
な
り
、

官
修
墳
墓
に
対
す
る
国
庫
の
支
出
は
遂
に
断
絶
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
や
が
て
官
修
墳
墓
の
所
管
省
で
あ

っ
た
内
務
省
も
廃
止
の
運
命
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
を
引
継
い
で
所
管
と
す
る
政
府
機
関
は
な

く
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
て
現
在
い
わ
ゆ
る
官
修
墳
墓
の
祭
鳶
は
・
縁
故
者
等
が
こ
れ
に
当
っ
て
い
る
他
殆
ん
ど
放
置
の

状
態
に
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
何
等
か
の
措
置
が
要
望
さ
れ
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
の
平
和
条

約
の
発
効
後
、
政
・
府
部
内
に
お
い
て
も
こ
の
問
題
を
検
討
中
で
あ
り
、
旧
陸
海
軍
墓
地
を
も
併
せ
て
考
慮

す
べ
き
Ｔ
の
る
と
し
、
席
に
欧
米
諸
国
に
見
ら
れ
る
無
名
戦
士
の
墓
の
よ
う
な
も
の
が
適
当
で
あ
る
と
の

意
見
も
強
い
の
で
、
近
い
将
来
何
等
か
の
形
で
、
こ
れ
が
制
度
化
の
上
慰
霊
の
途
が
講
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

 



 
な
お
、
官
修
墳
墓
の
所
在
、
数
量
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
文
部
省
調
に
よ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

都
道
府
県
名 
墳
墓
箇
所
数 

都
道
府
県
名
】 

墳
墓
箇
所
数 

 

東 

京 
 
 
 

二
五 

 
 

栃 

木 
 

 
 

八
三 

 
 

 

青 

森 
 
 

一
五 

 
 

  

徳 

島 
 

 

Ｏ 

北
海
道 

 
 
 

一
三 

 
 

 
奈 

良 
 
 

七 
 

山 

形 
 
 
 

四 
  

 
 

 
香 

川 
 
 

○ 

京 

都 
 
 

二
九 

 
 
 

三 
 

重 
 

〇 

秋 
 

田 
 

一
二
七 

 
 

愛 
 

媛 
 

Ｏ 

大 
 

阪 
 
 

二 
 
 
 

愛 
 

知 
 

Ｏ 
 

福 
 

井 
 
 

一 
 
 
 

高 
 

知 
 

○ 

神 

奈 

川 
 

三 
 
 
 

静 
 

岡 
 

〇 
 

石 
 
 

川 
 

一 
 
 
 

福 
 

岡 
 

八 

兵 
 
 

庫 
 

一 
 
 
 

山 
 
 

梨 
 

〇 

富 
 

山 
 
 
 

六 
 
 

大 
 

分 
 

一
二 

長 
 

崎 
 
 

一
七 

 
 

滋 
 
 

賀 
 

二 
 

鳥 
 
 

取 
 

〇 
 
 

  

佐 
 
 

賀 
 

一
〇 

新 

潟 
 
 

八
三 

 
 
 

岐 

阜 
 

 

○ 

島 

根 
 
 

六 
 
 
 
 

熊 

本 
 

一
六
三 

埼 
 
 

玉 
 

一 
 

  
 

長 
 
 

野 
 
 

四
四 

 

岡 
 
 

山 

二
八 

 
 
 

宮 
 
 

畸 
 
 

一
二 

群 
 
 

馬 
 

七 
 
 
 

宮 
 
 

城 
 
 

一 
 

 

広 
 
 

島 
 

六 
 
 
 

鹿 

児 

島 
 
 

二
九 

千 
 
 

葉 
 

一
〇 

 
 

福 
 
 

島 
 
 

一
八
六 

山 
 
 

口 
 

二
四
一 

 
 

 

茨
城 

 
 
 
 

一
四 

岩
手 

 
 
 
 

六 

和
歌
山 

 
 
 

〇 
 
 

計 
 
 
 
 

 

一
〇
一
三 

 


